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村
上
登
司
文 

一 
戦
後
五
〇
年
の
区
切
り 

 

日
本
の
平
和
教
育
の
実
践
は
、
被
爆
体
験
を
中
心
と
し
た
日
本
各
地
の
戦
争
体
験
の
継
承
を
中
心
に
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
今
年
は
戦
後
五
〇
年
目
に
当
た
る
の
で
、
各
地
の
様
々
な
機
関
や
団
体
に
よ
り
五
〇

年
目
を
記
念
す
る
行
事
や
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

戦
争
体
験
の
継
承
に
は
国
際
的
な
政
治
状
況
の
変
化
も
関
連
が
あ
っ
た
。
日
本
が
関
係
す
る
地
域
で
紛
争
、

戦
争
、
核
実
験
が
行
わ
れ
た
時
は
、
反
戦
・
反
核
の
た
め
に
戦
争
体
験
継
承
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
例

え
ば
、
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
〇
‐
五
三
年
）
、
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
（
一
九
五
四
年
）
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
一

九
六
〇
‐
七
五
年
）
、
湾
岸
戦
争
（
一
九
九
一
年
）
な
ど
で
あ
る
。 

 
 

戦
後
生
ま
れ
が
日
本
の
人
口
の
ほ
ぼ
半
分
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
三
〇
年
目
の
一
九
七
五
年
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
そ
れ
か
ら
二
〇
年
た
っ
た
一
九
九
五
年
時
点
で
は
、
戦
後
生
ま
れ
が
人
口
の
三
分
の
二
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
推
計
だ
が
、
さ
ら
に
二
〇
年
が
過
ぎ
た
二
〇
一
五
年
に
は
戦
後
生
ま
れ
が
八
割
を
超
え
、
戦

前
生
ま
れ
は
人
口
の
二
割
以
下
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る*

1
。
戦
後
五
〇
年
目
の
現
在
、
戦
争
体
験
を
持
つ
教

師
の
ほ
と
ん
ど
は
定
年
退
職
と
な
り
学
校
現
場
か
ら
引
退
し
た
。
学
校
に
残
っ
て
い
る
戦
争
体
験
者
は
わ
ず

か
で
、
ち
な
み
に
京
都
市
で
は
、
戦
前
生
ま
れ
は
全
教
員
の
七
・
七
％
に
す
ぎ
な
い
（
一
九
九
四
年
四
月
現

在
）
。
一
〇
年
後
の
戦
後
六
〇
年
目
に
は
、
小
・
中
学
校
の
現
役
教
師
の
中
に
戦
争
体
験
者
は
全
く
い
な
く

な
り
、
戦
争
非
体
験
者
に
よ
る
平
和
教
育
し
か
行
え
な
い
こ
と
に
な
る
。 

 

第
二
次
世
界
大
戦
の
悲
惨
な
戦
争
体
験
は
、
戦
後
の
日
本
人
の
平
和
主
義
的
な
態
度
形
成
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
古
い
世
代
か
ら
新
し
い
世
代
へ
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
用
い
て
戦
争
体

験
が
継
承
さ
れ
て
き
た
。
戦
争
体
験
の
継
承
は
学
校
教
育
の
中
で
の
み
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
、
家
庭
教
育
や
社
会
教
育
、
平
和
運
動
や
市
民
運
動
の
中
で
も
行
わ
れ
た
。 

 

こ
う
し
て
日
本
の
戦
後
世
代
は
、
戦
争
体
験
継
承
活
動
に
よ
り
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
あ
る
程
度
知
っ
て

い
る
。
外
国
の
人
々
と
比
べ
れ
ば
、
日
本
人
は
い
か
な
る
戦
争
に
も
反
対
す
る
と
い
う
平
和
主
義
的
態
度
を

よ
り
強
く
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
、
平
和
教
育
の
中
で
も
加
害
体
験
継
承
の
取
り
組
み
や
、
開
発
教
育
や
環
境
教

育
の
視
点
か
ら
新
た
な
試
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
九
年
の
米
ソ
両
首
脳
に
よ
る
冷
戦
終
結

の
表
明
、
一
九
九
一
年
の
ソ
連
解
体
に
よ
っ
て
、
核
戦
争
の
危
険
性
は
減
少
し
、
第
三
次
世
界
大
戦
が
起
こ

る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
国
際
社
会
は
急
変
し
、
日
本
で
も
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
が
成
立
し
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
や
ル
ワ
ン
ダ
へ
の
自
衛
隊
派
遣
が
行
わ
れ
た
。
平
和
教
育
を
と
り
ま
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
、
冷
戦

状
況
下
で
は
充
分
に
取
り
組
め
な
か
っ
た
世
界
的
課
題
で
あ
る
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
格
差
、
経
済
発
展

と
環
境
保
全
の
調
和
、
世
界
の
人
々
の
人
権
の
保
障
な
ど
が
緊
急
の
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
て
い
る
。 

 

二 

現
在
の
子
ど
も
達 

 

太
田
尭
は
、
古
い
世
代
が
考
え
て
き
た
「
平
和
教
育
」
は
、
戦
争
の
痕
跡
を
と
ら
え
に
く
い
「
豊
か
な
」

日
本
の
現
況
下
で
は
、
新
し
い
世
代
に
は
通
じ
に
く
い
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
る*

2

。
子
ど
も
達
が
日
常

接
す
る
教
師
の
中
に
も
、
戦
争
体
験
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、

第
二
次
大
戦
は
、
本
や
テ
レ
ビ
や
映
画
の
中
と
、
平
和
記
念
館
の
展
示
物
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

子
ど
も
達
に
と
っ
て
過
去
の
戦
争
よ
り
、
現
在
の
受
験
戦
争
、
交
通
戦
争
の
方
が
よ
ほ
ど
身
近
な
問
題
（
戦



2 

 

争
）
で
あ
ろ
う*

3

。
け
れ
ど
も
日
本
と
ア
ジ
ア
の
若
者
が
出
会
う
と
き
、
日
本
の
若
者
は
自
国
の
行
っ
た
過

去
の
戦
争
に
つ
い
て
あ
ま
り
に
も
知
ら
な
さ
す
ぎ
る
、
と
の
批
判
も
強
い
。 

 

ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
に
対
し
て
、
政
府
開
発
援
助
も
企
業
の
投
資
も
金
額
で
ト
ッ
プ
に
な
る
ほ
ど
日
本
が

大
き
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
が
国
と
し
て
経
済
的
な
影
響
力
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
海

外
支
援
へ
の
市
民
レ
ベ
ル
の
意
識
は
低
か
っ
た
と
い
え
る
。
日
本
が
保
有
す
る
「
経
済
力
、
知
識
・
情
報
は

平
和
を
も
た
ら
し
た
り
、
あ
る
い
は
戦
闘
を
縮
小
し
た
り
す
る
の
に
利
用
で
き
る
。*

4

」
国
内
問
題
に
関
心

を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
大
国
の
市
民
と
し
て
、
連
帯
・
共
生
の
視
点
で
国
外
の
諸
問
題
に
対
し
て
何

が
で
き
る
か
を
考
え
る
責
任
が
、
私
た
ち
に
は
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 
 

急
激
に
変
化
す
る
社
会
で
は
、
未
来
の
平
和
的
な
社
会
像
を
想
定
し
、
そ
れ
の
達
成
方
法
を
考
え
身
に
つ

け
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
平
和
問
題
の
解
決
を
め
ざ
す
に
は
、
特
に
青
少
年
に
社
会
的

参
加
を
促
す
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
社
会
問
題
に
対
す
る
対
応
の
仕
方
を
世
界
各
国
の
青
少
年
と
比
較
す
る

と
、
日
本
の
青
少
年
の
消
極
性
が
目
だ
っ
て
い
る*

5

。 

 

三 

こ
れ
か
ら
の
平
和
教
育
学 

平
和
教
育
学
の
必
要
性 

 

現
在
行
わ
れ
て
い
る
平
和
教
育
を
よ
り
広
く
深
く
実
践
す
る
た
め
に
、
平
和
教
育
を
理
論
化
す
る
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
世
界
の
平
和
教
育
研
究
と
の
交
流
が
始
ま
っ
て
お
り
、
外
国
の
平
和
教
育
研
究
者
と
協

力
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
外
国
の
平
和
教
育
の
理
論
と
実
践
を
理
解
す
る
た
め
に
、
平
和
教

育
学
と
い
う
学
問
的
受
け
皿
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
平
和
教
育
は
世
界
に
紹
介
す
る
に
足

る
充
分
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
理
論
的
に
整
理
し
て
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

る
。 

 

平
和
教
育
学
の
内
容
と
し
て
は
次
の
も
の
を
考
え
て
い
る
。 

戦
争
記
憶
を
再
活
性
化
す
る
方
法
と
そ
の
成
果
。 

戦
争
の
残
虐
性
を
子
ど
も
に
伝
え
る
方
法
と
、
そ
の
後
の
ケ
ア
ー
の
方
法
。 

平
和
文
化
形
成
に
果
た
す
メ
デ
ィ
ア
の
働
き
。 

平
和
な
社
会
形
成
へ
の
主
体
的
参
加
に
導
く
方
法
。 

世
界
に
お
け
る
平
和
教
育
の
多
様
な
理
論
と
実
践
の
比
較*

6

。 

平
和
教
育
の
実
践
を
促
進
す
る
要
因
、
抑
制
す
る
要
因
の
検
討
。 

平
和
教
育
を
実
践
す
る
際
の
障
害
と
そ
の
克
服
方
法
。 

 

平
和
教
育
の
目
的 

 

一
九
七
〇
年
代
以
降
平
和
学
で
は
、
広
い
意
味
で
の
平
和
教
育
の
推
進
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
「
積
極
的

平
和
」
と
い
う
概
念
を
用
い
、
平
和
と
は
単
に
戦
争
の
な
い
状
態
を
い
う
の
で
は
な
く
、
正
義
や
平
等
の
実

現
さ
れ
た
社
会
を
め
ざ
す
。
つ
ま
り
、
銃
な
ど
を
用
い
て
血
を
流
す
戦
争
が
な
く
て
も
、
権
力
構
造
や
社
会

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
人
々
へ
の
抑
圧
、
差
別
、
搾
取
す
る
「
構
造
的
暴
力
」
が
あ
れ
ば
、
平
和
が
実
現
さ
れ
て

い
な
い
と
考
え
る
。 

 

ユ
ネ
ス
コ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
心
の
中
に
内
的
平
和
を
作
る
の
が
平
和
教
育
の
目
的
と
さ
れ
る
。
そ
れ
を

形
成
す
る
も
の
は
、
寛
容
、
慈
愛
、
分
か
ち
合
い
、
相
手
を
思
い
や
る
姿
勢
な
ど
で
あ
り
、
非
暴
力
に
よ
る

紛
争
解
決
の
能
力
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
文
化
遺
産
へ
の
敬
意
、
環
境
の
保
護
、
持
続
可
能
な
開
発
に
導
く
生
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産
方
式
、
お
よ
び
消
費
様
式
の
採
用
も
含
ま
れ
る
。
平
和
文
化
を
担
う
た
め
に
は
、
仲
間
と
し
て
の
人
間
を

尊
敬
し
、
人
権
お
よ
び
民
主
主
義
を
守
り
、
異
な
る
も
の
へ
の
理
解
や
連
帯
お
よ
び
寛
容
の
精
神
を
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
。
教
員
自
身
の
中
に
平
和
の
文
化
を
創
る
事
も
重
要
と
述
べ
ら
れ
て
い
る*

7

。 

 

こ
の
よ
う
に
平
和
教
育
は
、
戦
争
反
対
の
態
度
を
形
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
達
に
心
の
平
和
を
養

い
、
争
い
を
非
暴
力
の
方
法
で
解
決
し
、
相
手
の
立
場
を
理
解
し
、
責
任
感
の
あ
る
市
民
を
形
成
す
る
事
を

め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
必
要
が
あ
り
、
生
涯
学
習
の
視
点
か
ら
平
和

に
つ
い
て
の
教
育
課
題
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
家
庭
教
育
で
は
、
子
ど
も
の
愛
情
欲
求

を
満
足
さ
せ
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
て
、
寛
容
の
態
度
の
育
成
が
望
ま
れ
る
。 

 

学
校
教
育
で
は
、
①
個
を
尊
重
し
た
教
育
を
行
い
、
内
的
平
和
を
子
ど
も
に
も
た
ら
し
て
、
集
団
い
じ
め

や
登
校
拒
否
を
な
く
す
事
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
達
に
協
力
体
験
、
援
助
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
体

験
、
異
文
化
交
流
体
験
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
連
帯
感
を
形
成
し
、
ま
た
異
質
な
も
の
へ
の
寛
容
の

精
神
を
高
め
る
。
②
戦
争
に
つ
い
て
の
教
科
学
習
と
戦
争
体
験
の
継
承
に
よ
り
、
戦
争
に
つ
い
て
深
く
理
解

さ
せ
る
。 

 

社
会
教
育
で
は
、
激
変
す
る
世
界
状
況
に
つ
い
て
絶
え
ざ
る
学
習
を
促
し
、
世
界
的
視
点
か
ら
職
業
生
活

や
日
常
生
活
を
送
る
よ
う
援
助
す
る
。
そ
し
て
、
資
源
を
大
切
に
し
環
境
を
守
る
生
産
方
式
と
消
費
様
式
の

採
用
を
め
ざ
す
。 

 

平
和
文
化
と
メ
デ
ィ
ア 

 

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
の
阪
神
大
震
災
は
、
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
援
助
と
は
何
か
を
考
え
る
機
会

と
な
っ
た
。
今
回
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
人
も
多
い
。
援
助
す
る
人
と
さ
れ
る
人
と
い
う
上
下

関
係
で
は
な
く
、
被
災
し
た
人
同
士
が
共
生
の
関
係
で
、
ま
た
被
災
し
た
人
々
の
自
立
を
助
け
る
と
い
う
平

等
な
関
係
で
の
援
助
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。 

 

多
く
の
人
々
に
よ
る
多
様
な
方
法
で
の
被
災
者
に
対
す
る
個
別
な
援
助
活
動
は
、
一
種
の
創
造
的
活
動
と

い
え
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
広
く
報
道
さ
れ
な
が
ら
、
日
本
に
新
た
な
「
援
助
の
文
化
」
を
創
り
出
し
つ
つ

あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
震
災
の
状
況
や
援
助
活
動
を
、
同
時
進
行
的
に
伝
達
す
る
事
を
可
能
と
し
た
メ
デ

ィ
ア
の
発
達
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
援
助
の
文
化
は
、
メ
デ
ィ
ア
利
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
と
も

に
、
日
本
に
よ
る
海
外
へ
の
開
発
・
災
害
援
助
活
動
を
改
善
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

今
海
外
で
は
、
局
地
的
紛
争
が
多
発
し
て
お
り
、
難
民
数
も
増
加
し
て
い
る
。
国
内
ニ
ュ
ー
ス
で
扱
わ
れ

る
こ
と
は
少
な
い
が
、
衛
星
放
送
で
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
れ
ば
、
画
面
か
ら
紛
争
の
映
像
が
消
え
る
こ
と

は
な
い
。
湾
岸
戦
争
で
は
、
戦
争
の
開
始
と
展
開
を
世
界
中
の
人
々
が
注
視
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ

り
、
人
々
は
国
境
を
越
え
て
紛
争
の
現
状
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

戦
争
体
験
の
継
承
方
法
で
は
、
手
記
や
文
芸
作
品
な
ど
の
活
字
に
よ
る
継
承
に
加
え
て
、
写
真
や
映
画
な

ど
の
映
像
に
よ
る
継
承
方
法
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
写
真
や
映
画
に
よ
る
継
承
か
ら
、
テ
レ
ビ
や

ビ
デ
オ
（
電
子
媒
体
）
に
よ
る
継
承
へ
と
い
う
発
展
が
あ
る
。
映
像
の
利
用
に
よ
り
、
教
室
で
も
家
庭
で
も

容
易
に
戦
争
体
験
の
継
承
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
を
最
大
限
に
利
用
し
た
平
和

記
念
館
が
、
地
域
の
平
和
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
充
分
果
た
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

 

一
九
九
〇
年
代
前
半
は
、
日
本
各
地
に
平
和
記
念
館
が
開
設
さ
れ
平
和
記
念
館
の
開
設
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た

*
8

。
長
崎
・
広
島
の
平
和
記
念
館
に
つ
い
て
、
ピ
ー
タ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ダ
ン
ガ
ン
は
、
被
爆
体
験
の

継
承
に
つ
い
て
は
大
い
に
評
価
す
る
が
、
過
去
の
み
の
紹
介
や
継
承
で
は
不
充
分
と
次
の
よ
う
に
注
文
を
付
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け
る
。 

 

（
広
島
・
長
崎
の
平
和
記
念
館
に
）
、
核
軍
拡
競
争
や
軍
縮
の
努
力
や
平
和
運
動
に
関
す
る
展
示
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ノ
ー
・
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
と
い
う
の
が
、
二
つ
の
博
物
館
の
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
し
か
し
、
核
軍
拡
、
核
管
理
の
努
力
、
反
核
運
動
の
発
展
の
よ
う
な
、
一

九
四
五
年
以
降
の
動
き
を
来
館
者
に
伝
え
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
広
島
、
長
崎
で
な
け
れ
ば
、
ど
こ

で
我
々
は
こ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か*

9

。 

 

平
和
な
社
会
を
積
極
的
に
形
成
す
る
平
和
教
育
が
、
今
望
ま
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

教
育
方
法
の
改
善 

 
 

こ
れ
か
ら
の
平
和
教
育
学
で
は
、
授
業
そ
の
も
の
が
平
和
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
観
点
に
立
つ
。

そ
れ
に
は
子
ど
も
達
の
興
味
や
関
心
を
で
き
る
だ
け
尊
重
す
る
。
子
ど
も
達
の
主
体
的
参
加
を
促
す
た
め
に
、

発
表
、
調
査
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
様
な
参
加
型
学
習
方
法
を
取

り
入
れ
た
い
。 

 

ま
た
、
平
和
教
育
に
お
い
て
は
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（E

m
p
o
w
e
r
m
e
n
t

）
が
重
要
で
あ
る
。
核
軍
拡
、
南
北

間
格
差
、
環
境
破
壊
な
ど
の
巨
大
な
問
題
に
対
峙
し
た
と
き
、
多
く
の
子
ど
も
達
は
自
己
の
力
へ
の
無
力
感

に
陥
り
か
じ
か
む
（N

u
m
b
i
n
g

）
。
巨
大
な
問
題
に
対
抗
し
う
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
達
に
対
し
て
支
援
と
し

て
の
平
和
教
育
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

支
援
と
し
て
の
平
和
教
育
の
方
法
に
は
、
①
平
和
に
貢
献
し
た
人
々
（
例
え
ば
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

者
な
ど
）
の
言
動
を
伝
え
る*

1
0

。
②
戦
争
へ
の
対
抗
手
段
と
、
対
抗
し
て
い
る
人
々
や
グ
ル
ー
プ
の
活
動
な

ど
を
教
え
る*

1
1

。
③
参
加
型
の
学
習
方
法
に
よ
り
、
参
加
の
疑
似
体
験
を
持
た
せ
、
子
ど
も
達
に
参
加
の
喜

び
や
楽
し
さ
を
味
わ
せ
、
集
団
成
員
間
に
一
体
感
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 

「
反
○
○
」
と
唱
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
代
わ
る
よ
り
良
い
具
体
的
提
案
を
す
る
「
代
案
型
」
の
活

動
を
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
。
子
ど
も
達
は
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
は
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、

自
分
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
熱
望
し
て
い
る
。
そ
ん
な
子
ど
も
達
に
情
報
を
与
え
て
励
ま
し
、
子
ど
も
達

に
も
状
況
を
変
え
る
力
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
平
和
・
人
権
・
環
境
な

ど
の
世
界
的
課
題
に
つ
い
て
、
一
人
の
地
球
市
民
と
し
て
問
題
解
決
に
参
加
す
る
方
法
を
考
え
実
践
す
る
場

を
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
中
に
創
る
こ
と
が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る*

1
2

。
そ
れ
は
平
和
な
社
会
を

創
造
す
る
学
習
で
あ
り
、
子
ど
も
達
が
住
む
こ
と
に
な
る
未
来
へ
の
準
備
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

国
際
化
、
未
来
へ
の
責
任
、
地
球
的
課
題
の
解
決
な
ど
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
持
つ
教
育
が
多
く
唱
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
だ
が
、
平
和
教
育
「
学
」
の
発
展
に
と
っ
て
は
、

他
の
領
域
に
手
を
広
げ
す
ぎ
て
、
平
和
教
育
推
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
散
し
て
は
な
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
平
和

教
育
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
保
も
、
学
問
と
し
て
は
必
要
で
あ
る
。
実
践
課
題
と
し
て
は
、
日
本

の
平
和
教
育
の
中
心
で
あ
る
戦
争
体
験
の
継
承
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
な
が
ら
今
後
と
も
充

分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
ゆ
く
事
が
望
ま
れ
る
。 

 

注 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
1
 
 

一
九
九
五
年
以
降
の
数
値
は
、
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
『
日
本
の
将
来
推
計
人
口
』
一
九
九
二
年
、
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に
よ
る
。 

*
2
 

太
田
尭
「
ち
が
い
を
大
切
に
し
、
連
帯
を
さ
ぐ
る
」
『
平
和
教
育
』
四
七
号
、
一
九
九
五
年
、
五
二
頁
。 

*
3
 

日
常
の
教
育
活
動
の
大
切
さ
を
説
い
た
も
の
と
し
て
、
さ
ね
と
う
・
あ
き
ら
「
弱
い
者
い
じ
め
は
戦
争

の
は
じ
ま
り
」
『
解
放
教
育
』
一
九
五
号
、
一
九
八
五
年
。 

*
4
 

ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
、
ハ
イ
ジ
・
ト
フ
ラ
ー
著
、
徳
山
二
郎
訳
『
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
の
戦
争
と

平
和
‐
二
一
世
紀
、
日
本
へ
の
警
鐘
』
フ
ジ
テ
レ
ビ
出
版
、
一
九
九
三
年
、
三
七
一
‐
三
七
二
頁
。
こ
の

本
は
、
戦
争
の
大
変
革
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。 

*
5
 

総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
編
『
世
界
の
青
年
と
の
比
較
か
ら
み
た
日
本
の
青
年
』
一
九
九
四
年
、
六
〇

頁
。 

*
6
 

平
和
教
育
の
比
較
を
試
み
た
も
の
と
し
て
、
村
上
登
司
文
「
平
和
教
育
の
世
界
的
動
向
‐
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
よ

る
資
料
を
中
心
と
し
て
」
日
本
平
和
学
会
編
『
平
和
研
究
』
一
九
号
、
一
九
九
五
年
。 

*
7
 

「
ユ
ネ
ス
コ
第
四
四
回
国
際
教
育
会
議
宣
言
」
（
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
、
『
国
際
的
な
人
権
教
育
の

比
較
研
究
会
〈
二
次
報
告
集
〉
』
部
落
解
放
研
究
所
、
一
九
九
五
年
。 

*
8
 

荒
井
信
一
編
『
戦
争
博
物
館
』
（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
三
二
八
号
、
一
九
九
四
年
）
に
、
二
九
の
平

和
記
念
館
の
リ
ス
ト
が
あ
る
。 

*
9
 

ピ
ー
タ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ダ
ン
ガ
ン
「
平
和
博
物
館
と
平
和
教
育
（
上
）
」
『
平
和
教
育
』
四
七

号
、
一
九
九
五
年
、
八
九
頁
。 

*
1
0
 

堤
佳
辰
『
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
‐
九
〇
年
の
奇
跡
と
受
賞
者
群
像
』
河
合
出
版
、
一
九
九
〇
年
。 

*
1
1
 

川
崎
市
平
和
館
（
一
九
九
二
年
開
館
）
に
あ
る
「
平
和
へ
の
と
り
く
み
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
身
近
な

平
和
活
動
や
多
く
の
一
般
市
民
が
参
加
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

*
1
2
 

社
会
教
育
に
お
け
る
平
和
学
習
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
藤
田
秀
雄
編
『
平
和
学
習
入
門
』
国
土
社
、

一
九
八
八
年
。 

 

出
典 本

論
文
は
、
『
解
放
教
育
』
（N

o
.
3
3
0
 

明
治
図
書
、
一
九
九
五
年
、
八
‐
一
四
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。 

 


